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５月 3 日、「みやぎ街道交流会」が産声をあげました。松島湾の野々島で、

地域の活動の報告や、寒風沢での地酒を酌み交わしながらの談笑に、交

流会を立ち上げた熱い思いが、参加した方々に伝わったことと思います。 

今から 30 年前の昭和 52 年、文化庁が全国の歴史の道の調査に着手し

ています。その成果は、「歴史の道調査報告書」としてまとめられ、私た

ちが古道を踏査するときの道しるべとなり、必要不可欠の記録です。この事業は、官の仕事

として終始したので、調査員の報告書作成で終わっています。 

今回の交流会は、地域の文化を街道と河川というラインで結ぶことが目的の一つでしょう。

地域にはまだまだ光を当てられるのを待っている文化遺産や歴史がたくさんあります。 

岩手県ですが仙台領の水沢から秋田県の仙北地方を結ぶ街道を仙北街道といいます。この

道は胆沢町（奥州市）と秋田県東成瀬村の人々が力を合わせて復元し、９ヶ所に平成道標を

建てています。最近の河北新報には、古代大野東人が大群を率いて通った道である軽井沢越
かるいざわごえ

銀

山街道を踏査した記事が目を引きました。６月９日～１０日には、羽州街道交流会金山大会

が予定されています。このように各地での街道の研究・踏査が進められています。 
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という古代の道を地道に踏査している方、江戸時代の国道が、荒れ放題で

消滅するのを嘆いている方、あるいは最近は近代の文化遺産が脚光をあび関心を持っておら

れる方や、道への関心はあるがどう切り込んでよいか迷っておられる方などたくさんおられ

ると思います。これらの方々と情報を交換しながら、皆さんとともに楽しい交流会を育てて

いきたいと思います。 

 

高倉会長巻頭言 

第３回羽州街道交流会 金山大会 
日時：6 月 9 日（土）～10 日（日） ＜9日 11:30 受付＞ 
会場：９日 金山町中央公民館・蔵史館・丸井邸・ぽすと（山形県金山町） 
   10 日 探訪会（森合峠・日当の旧羽州街道史跡・上台峠） 
問い合わせ：羽州街道交流会 金山大会実行委員会事務局 0233-52-2902 
      http://www.ushukaido.com/ 

おくの細道松島海道の旅～芭蕉の道をたどり、往事をしのぶ集い～ 
日時：6 月 30 日（土） 13：30 JR陸前山王駅集合～20：30 松島観光桟橋散会 
旅程：JR陸前山王駅～多賀城跡～七曲坂～塩竈神社～雄島～松島湾内遊覧（船内ミニライ
ブ・月見御膳）～松島観光桟橋  
問い合わせ：おくの細道松島海道 事務局 022-354-4721 
      http://www.malkyo.com/   メール info@malkyo.com 

今後の街道に関する催し・イベントの予定 

みちあむ特別展「おくの細道」にみる旅・風景、そして道 
期間：6 月 16 日（土）～7 月 16 日（月・祝） ９：３０～１７：００ 
場所：道路資料館“みちあむ”   入館料：無料 
問い合わせ：道路資料館“みちあむ” 022-226-1620 
      http://www.thr.mlit.go.jp/shiryokan/ 



 

三宿地域連携協議会の二井宿峠古道ハイク実行委員会主催「第９

回二井宿峠古道ハイク」が平成 19年 6月 12日に実施されました。

今年のテーマは「吉田松陰の道・御城米の道を歩く」で、60 名が

参加しました。 

 松陰の「東北遊日記」湯原宿から米沢までの解説や幕府直轄領屋

代郷の御城米を阿武隈川河岸まで運んだルートなど歴史的な背景

の説明があった後、山形県高畠町二井宿から宮城県七ヶ宿町湯ノ原

宿までの新緑爽やかな二井宿峠古道を歴史的資産や道ばたの山野

草についての説明聞きながら、心地よい汗とともに楽しみました。 

 昼は湯ノ原宿のふれあい館で、恒例の 100%そば粉の手打ちソバ

や山菜の汁・天ぷら・漬け物などの地元の旬の食材を使った料理を

堪能しました。 

  

 

 ｢おくの細道 松島海道」平成 19 年度定期総会が平成 19 年 5

月 20日 11 時から松島町で開催されました。会場の一景ビル「そ

ば処 寿庵」は、松島の芭蕉宿【久之助主・熱田屋跡】言われ

るところで、３F の会場からは、芭蕉も見たであろう素晴らし

い松島の眺めが見渡せることができました。 

  総会終了後、「みやぎ街道交流

会」の高倉淳会長の「松島の芭

蕉道」の記念講演があり、松島の歴史遺産の説明や高城一里

塚から吉田川までの松島海道の説明がありました。特に、七

むじり坂のルートについて、この会の独自の調査成果を受け

た詳しい説明されました。 

 

 

 
今号から「みやぎ海道交流会ニュース」の題字が、高倉淳会長より揮毫いただいた題字に
変わりました。また、今回の古道ハイク、松島海道のレポートは、事務局次長の山屋さんよ
りいただきました。 
「みやぎ街道交流会ニュース」は、２～３ヶ月に１回の発行を予定しておりますが、関連
する団体の催しが目白押しですので、今回は予定を早めて第２号を発行いたしました。 
次回のニュースの発行は、７月頃を予定しており、交流会第２回総会や、第３回羽州街道
交流会 金山大会の様子などをレポートしたいと思います。皆さんもこのニュースで紹介した
い催しの告知や参加報告等がありましたら、ぜひ事務局までお知らせ下さい。 

「第 9回二井宿峠古道ハイク～吉田松陰の道・御城米の道を歩く～」開催！ 

古道を歩く 

「おくの細道 松島海道」平成 19年度総会及び記念講演会が開催されました！ 

総会会場からの眺め 

昼食会での海道談義 
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